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令和３年度 福生市下水道事業会計予算 

 

 

（総則） 

 

第１条 令和３年度福生市下水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

 

 

 

（業務の予定量） 

 

 

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 

（１）計画人口                       57,186人 

（２）年間処理水量                    7,563,902㎥ 

（３）一日平均処理水量                   20,723㎥ 

（４）主な建設改良事業 

管渠整備事業 

 福生中部処理分区・本町排水区管渠新設（富士見通り） 

 190,805千円 

     管渠更生事業 

      雨水管渠更生（中央幹線排水路）                 389,690千円 

 

 

 

（収益的収入及び支出） 

 

第３条  収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

収   入 

 第１款 下水道事業収益                1,643,254千円 

  第１項 営業収益                  1,210,370千円 

  第２項 営業外収益                  432,884千円 

支   出 

第１款 下水道事業費用                1,427,585千円 

  第１項 営業費用                  1,375,012千円 

  第２項 営業外費用                   50,473千円 

  第３項 特別損失                      100千円 

  第４項 予備費                     2,000千円 
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（一時借入金） 

 

第７条  一時借入金の限度額は300,000千円と定める。 

 

 

 

（予定支出の各項の経費の金額の流用） 

 

第８条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

（１）営業費用と営業外費用の間の流用 

（２）建設改良費と企業債償還金の間の流用 

 

 

 

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 

 

第９条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、又は

それ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。 

（１）職員給与費              48,968千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      令和３年 ３月 ２日 提出 

 

 

                            福生市長  加 藤 育 男 

（資本的収入及び支出） 

 

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に

対し不足する額568,379千円は、過年度分損益勘定留保資金223,199千円、当年度分損益勘定

留保資金345,180千円で補填するものとする。）。 

収   入 

 第１款 資本的収入                   688,420千円 

  第１項 企業債                    296,200千円 

  第２項 他会計出資金                  66,450千円 

  第３項 補助金                    310,060千円 

  第４項 負担金                     15,710千円 

支   出 

第１款 資本的支出                  1,256,799千円 

  第１項 建設改良費                  675,870千円 

  第２項 企業債償還金                 300,929千円 

  第３項 基金積立金                  280,000千円 

 

 

 

（債務負担行為） 

 

第５条 債務を負担する行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと定める。 

事 項 期 間 限 度 額 

福生中部処理分区・本町排

水 区 管 渠 新 設 

（ 富 士 見 通 り ） 

令和３年度～令和４年度 

千円 

216,171 

雨 水 管 渠 更 生 

（ 中 央 幹 線 排 水 路 ） 
令和３年度～令和４年度 

      

269,444 

 

 

 

（企業債） 

 

第６条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。 

起債の目的 限 度 額 起債の方法 利 率 償還の方法 

 

 
 

 

 

 

下 水 道 事 業 

（ 建 設 改 良 ） 

千円 

 

 
 

 

296，200 

証 書 借 入 

又は 

証 券 発 行 

 

３.０ ％ 

以   内 
 

ただし、利率見直し

方式で借り入れる

場合、利率の見直し

を行った後におい

ては、当該見直し後

の利率 

借入れのときより据

置を含み４０年以内

に償還する。 

ただし、財政その他の

都合により償還年限

を短縮し、若しくは低

利に借換えすること

ができる。 

計 296,200    
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1 下水道事業収益 1,643,254

1 営業収益 1,210,370

1 下水道使用料 992,457

2 雨水処理負担金 217,325

3 手数料 588

2 営業外収益 432,884

1 受取利息及び配当金 100

2 負担金 51,959 他会計負担金、都負担金

3 補助金 31,477 国庫補助金、都補助金

4 長期前受金戻入 331,925

5 雑収益 250

6 消費税及び 17,173

地方消費税還付金

1 下水道事業費用 1,427,585

1 営業費用 1,375,012

1 管渠費 161,913

2 流域下水道費 359,232

3 総係費 124,795

4 減価償却費 694,726

5 資産減耗費 34,346

2 営業外費用 50,473

1 支払利息 50,473

3 特別損失 100

1 過年度損益修正損 100

4 予備費 2,000

1 予備費 2,000

支　　出 （単位：千円）

款 項 目 予　定　額 備　　　　　考

令和３年度福生市下水道事業会計予算実施計画

収益的収入及び支出

（単位：千円）収　　入

予　定　額 備　　　　　考款 項 目
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1 資本的収入 688,420

1 企業債 296,200

1 企業債 296,200

2 他会計出資金 66,450

1 他会計出資金 66,450

3 補助金 310,060

1 国庫補助金 310,060

4 負担金 15,710

1 受益者負担金 300

2 都負担金 5,206

3 国庫負担金 10,204

1 資本的支出 1,256,799

1 建設改良費 675,870

1 管渠整備費 247,303

2 管渠改良事業費 389,690

3 流域下水道費 38,877

2 企業債償還金 300,929

1 企業債償還金 300,929

3 基金積立金 280,000

1 基金積立金 280,000

資本的収入及び支出

収　　入 （単位：千円）

款 項 目 予　定　額 備　　　　　考

支　　出 （単位：千円）

款 項 目 予　定　額 備　　　　　考

（単位：千円）

1 業務活動によるキャッシュ・フロー

当年度純利益 187,518

減価償却費 694,726

固定資産除却損 6,650

賞与引当金及び法定福利費引当金の増減額（△は減少） 590

貸倒引当金の増減額（△は減少） △ 2

長期前受金戻入額 △ 331,925

受取利息及び受取配当金 △ 100

支払利息 50,473

未収金の増減額（△は増加） △ 9,670

未払金の増減額（△は減少） △ 9,535

小　計 588,725

利息及び配当金の受取額 100

利息の支払額 △ 50,473

業務活動によるキャッシュ・フロー 538,352

2 投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出 △ 615,672

補助金による収入 281,873

負担金による収入 14,283

基金への積み立てによる支出 △ 280,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 599,516

3 財務活動によるキャッシュ・フロー

建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入 296,200

建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出 △ 300,929

他会計からの出資による収入 66,450

財務活動によるキャッシュ・フロー 61,721

資金増加額（又は減少額） 557

資金期首残高 590,329

資金期末残高 590,886

令和３年度福生市下水道事業予定キャッシュ・フロー計算書

（令和３年４月１日から令和４年３月31日まで）
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特別職 一般職 報        酬 給        料

人 人 千円 千円

3

(　  )

本 [　1] 1,637 12,240

年 2

度 (　  )

[　　] 8,361

5

(　  )

[　1] 1,637 20,601

3

(　  )

前 [　1] 1,637 12,678
年 2
度 (　  )

[　　] 8,924

5

(　  )

[　1] 1,637 21,602

0

(  　)

比 [　0] 0 △ 438
0

(　　)

較 [　　] △ 563

0

(  　)

[　0] 0 △ 1,001

千円 千円 千円

3,201 732 0

3,441 864 0

△ 240 △ 132 0

給 与 費

１　総括

区            分
職  員  数 給                    与                     費

損益勘定支弁職員

資本勘定支弁職員

合　　　　　　　　　計

損益勘定支弁職員

資本勘定支弁職員

合　　　　　　　　　計

損益勘定支弁職員

資本勘定支弁職員

合　　　　　　　　　計

職　員　手　当　等

※ （　　）内は、短時間勤務職員数で外書
※[　　　]内は、会計年度任用職員数で外書

区分 地　域  手  当 扶  養  手  当 住  居  手  当

比　　　　較

本   年   度

の　　内　　訳 前   年   度

職  員  手  当　等 計

千円 千円 千円 千円

12,205 26,082 4,150 30,232

7,488 15,849 2,887 18,736

19,693 41,931 7,037 48,968

13,830 28,145 4,689 32,834

7,849 16,773 2,924 19,697

21,679 44,918 7,613 52,531

△ 1,625 △ 2,063 △ 539 △ 2,602

△ 361 △ 924 △ 37 △ 961

△ 1,986 △ 2,987 △ 576 △ 3,563

千円 千円 千円 千円

1,500 628 10,056 3,256

1,700 409 11,011 3,414

△ 200 219 △ 955 △ 158

明 細 書

給                    与                     費
法定福利費 合          計 備          考

千円

超過勤務手当 通  勤  手  当 期末勤勉手当等
退  職  手  当
（負 　担 　金）

児童手当

△ 520

320

840
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２　給料及び職員手当等の増減額の明細

区 分 増 減 額

千円

１  制度改正に伴う増減分 △ 221

２  その他の増減分 △ 1,765

増 減 事 由 別 内 訳

千円

１  給与改定に伴う増減分

３  その他の増減分 △ 1,131

給 料 △ 1,001 ２  昇給に伴う増加分 130

職 員 手 当 等 △ 1,986

説 明

千円

△ 207

会計年度任用職員期末手当等 △ 14

地域手当 △ 240 △ 132

超過勤務手当 △ 200 通勤手当 219

期末勤勉手当等 △ 739 会計年度任用職員期末手当等 5

退職手当（負担金） △ 158 児童手当 △ 520

人事異動等に伴う減分

備 考

△ 1,131

扶養手当

期末勤勉手当

− 12 − − 13 −



一  般  行  政  職 技  能  労  務  職

平均給料月額 266,680円

平均給与月額 310,132円

平　均　年　齢 34歳０月

平均給料月額 274,200円

平均給与月額 326,370円

平　均　年　齢 34歳９月

　　イ　初 任 給

一  般  行  政  職 技  能  労  務  職

円 円 円 円

145,600 143,000 145,600 143,000

３　給料及び職員手当の状況

 　　ア　職員１人当たり給与

一　般　会　計　の　制　度

157,100

区     　      分 一  般  行  政  職 技  能  労  務  職

高     校     卒

区　　　　　　　　　　　　　分

    　　　　令和　３年　１月　１日現在

    　　　　令和　２年　１月　１日現在

短     大     卒 157,100

大     学     卒 183,700 183,700

級 職  員  数 構  成  比 級 職  員  数 構  成  比

人 ％ 人 ％
(  　  ） (      ） (      ） (      ）

2 40.0
(     ） (      ） (     ） (      ）

2 40.0
(      ） (      ） (      ） (      ）

1 20.0
(      ） (      ） (      ） (      ）

(      ） (      ）

(　  　） (      ） (     ） (      ）
5 100.0

(  　  ） (      ） (      ） (      ）
3 60.0

(     ） (      ） (     ） (      ）
1 20.0

(      ） (      ） (      ） (      ）
1 20.0

(      ） (      ） (      ） (      ）

(      ） (      ）

(　  　） (      ） (     ） (      ）
5 100.0

※ (     )内は、短時間勤務職員数及び構成比で外書

（級別の基準となる職務）

区　  分 １  級 ２  級 ３  級 ４  級 ５  級

行政職給料
表(一)

係員の職務 主任の職務
係長又は主
査 の 職 務

課長又は主
幹 の 職 務

部長又は参
事 の 職 務

行政職給料
表(二)

2級、3級又
は4級に属さ
ない職員の

職 務

技能主任の
職 務

技 能 長 の
職 務

統括技能長
の 職 務

　ウ　　級 別 職 員 数

計

計

        令和　３年　１月　１日現在

        令和　２年　１月　１日現在

計

　 １   級

区 分
技 能 労 務 職

　 １   級 　 １   級

一 般 行 政 職

計

　 ４   級

　 ２   級

　 １   級

　 ２   級

　 ５   級

　 ２   級

　 ３   級

　 ４   級

　 ５   級

　 ３   級

　 ３   級

　 ４   級

　 ２   級

　 ３   級

　 ４   級
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技 能 労 務 職

　　　　　　　　人

号給数別

内      訳

　　　　　　　　％

　オ　期 末 手 当 ・ 勤 勉 手 当

　　　　　　月分

(2.40)

4.55

(2.45)

4.65

一般会計の (2.40)

制 度 4.55

職 制 上 の 段 階、職 務 の

4

（Ｂ）／（Ａ）

５号給

2.325

(1.225)

４号給

80.0

％

　　　　　　月分

12　　月

支　給　率　計

月分

６　　月

職 　 　    員　 　     数
人

３号給

６号給

（Ｂ）

（Ａ）

１号給

２号給

  エ　昇 給  （本 年 度 ）　

3 3

区　分

支  給  期  別  支  給  率

昇 給 に 係 る 職 員 数

80.0
比       率

区          分 合  　　計

5

4

1

一 般 行 政 職

　　　　　　　　人

級 等 に よ る 加 算 措 置

1

代 　表 　的 　な 　職 　種　

　　　　　　　　％

5

      ※ (    )内は、短時間勤務職員の支給率

本   年   度

前   年   度      有　　

     有　　
2.275

(1.200)

2.275

(1.200)

2.325

(1.225)

2.275

(1.200)

2.275

(1.200)
     有　　

　　（ 前 年 度 ）　

一 般 行 政 職 技 能 労 務 職

人 　　　　　　　　人 　　　　　　　　人

5 5

5 5

号給数別

内      訳 4 4

1 1

％ 　　　　　　　　％ 　　　　　　　　％

100.0 100.0

職 　 　    員　 　     数 （Ａ）

（Ｂ）昇 給 に 係 る 職 員 数

（Ｂ）／（Ａ）

５号給

４号給

３号給

６号給

代　 表 　的 　な 　職 　種　
合  　　計

比       率

区          分

１号給

２号給
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カ　　定年退職及び勧奨退職に係る退職手当

区 分 20年勤続の者 25年勤続の者 35年勤続の者 最 高 限 度

月分 月分 月分 月分

支 給 率 等

23.00 30.50 43.00 43.00

一般会計の制度

（ 支 給 率 等 ） 23.00 30.50 43.00 43.00

キ　　地 域 手 当

３　級　地

15％

５人　(  )

15％

※ (     )内は短時間勤務職員数で外書

ク　　特 殊 勤 務 手 当

一 般 行 政 職 技 能 労 務 職

　　　　　　　　％ 　　　　　　　　％ 　　　　　　　　％

支  　給　  対　  象　  地  　域

支　　　　　　　給　　      　　　率

支　 給　 対　 象 　職　 員 　数

一　 般　 会　 計　 の　 制 　度

区　　　　　    分 全　  職  　種
代  　表  　的  　な  　職  　種　

給料総額に対する比率

支給対象職員の比率
（令和３年１月１日現在）

代表的な特殊勤務手当の名称

ケ　　その他の手当

区　　      分
一般会計の制度との異

同

配　偶　者
１級～３級職員
４級職員

　　6,000円
　　3,000円

子 　　9,000円

父母等
１級～３級職員
４級職員

　　6,000円
　　3,000円

世帯主である職員のうち、満34歳 　 15,000円

に達する日以後の最初の３月31日

までの間にあるもので、自ら居住する

住    居    手    当 同 ため住宅を借り受け、月額15,000円以上

の家賃を支払っている職員

その他の職員           0円

通    勤    手    当 同
〈交通機関〉

〈交通用具〉

　そ  の 他  の 加  算  措  置  等 退  職  時  特  別  昇  給 備　　　考

定年前早期退職特例措置

２％～20％加算

定年前早期退職特例措置

２％～45％加算

　　差　　異　　の　　内　　容

扶    養    手    当 同

加算
ただし、満15歳に達する日後の最初の４
月１日から満22歳に達する日以後の最
初の３月31日までの子１人につき

　　　運賃相当額

　　　通勤距離により支給

　　4,000円
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期間 金額 期間 金額
 国（都）
支出金

企業債  その他

千円 千円 千円 千円 千円 千円

福生中部処理分区・
本町排水区管渠新
設（富士見通り）

216,171
令和３年度

～
令和４年度

216,171 216,100 71

雨水管渠更生
（中央幹線排水路） 269,444

令和３年度
～

令和４年度
269,444 229,552 39,800 92

債務負担行為に関する調書

事　　項 限 度 額

前 年 度 末 ま での 支払 当 該 年 度 以 降 の 支 払
左 の 財 源 内 訳

義務発生額（見込み） 義 務 発 生 予 定 額

（単位：千円）

1 営業収益

(1) 972,256

(2) 雨水処理負担金 230,150

(3) 手数料 570 1,202,976

2 営業費用

(1) 140,481

(2) 流域下水道費 316,171

(3) 総係費 106,819

(4) 減価償却費 686,675 1,250,146

営業損失 47,170

3 営業外収益

(1) 432

(2) 他会計負担金 47,507

(3) 補助金 23,103

(4) 長期前受金戻入 329,553

(5) 雑収益 296 400,891

4 営業外費用

(1) 57,807

(2) 27,392 85,199 315,692

経常利益 268,522

5 特別損失

(1) 100

(2) その他特別損失 0 100 100

当年度純利益 268,422

前年度繰越利益剰余金 0

その他未処分利益剰余金変動額 232,116

当年度未処分利益剰余金 500,538

受取利息及び配当金

支払利息

過年度損益修正損

令和２年度福生市下水道事業予定損益計算書
（令和２年４月１日から令和３年３月31日まで）

下水道使用料

管渠費

雑支出
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1 固定資産

(1)

イ 土地 3,660 3,660

ロ 構築物 14,068,410

減価償却累計額 △ 1,177,454 12,890,956

ハ 機械及び装置 302

減価償却累計額 △ 272 30

ニ 建設仮勘定 122,402

有形固定資産合計 13,017,048

(2)

イ 施設利用権 1,998,374

無形固定資産合計 1,998,374

(3)

イ 基金 1,623,594

投資その他の資産 1,623,594

固定資産合計 16,639,016

2 流動資産

(1) 590,329

(2) 45,788

貸倒引当金 △ 2,189 43,599

流動資産合計 633,928

資産合計 17,272,944

未収金

投資その他の資産

現金預金

令和２年度福生市下水道事業予定貸借対照表
（令和３年３月31日）

（単位：千円）

資　産　の　部

有形固定資産

無形固定資産

3 固定負債

(1)

イ 建設改良費等の財源に

充てるための企業債 2,508,607

企業債合計 2,508,607

固定負債合計 2,508,607

4 流動負債

(1)

イ 建設改良費等の財源に

充てるための企業債 300,929

企業債合計 300,929

(2) 100,290

(3)

イ 賞与引当金等 2,945

引当金合計 2,945

流動負債合計 404,164

5 繰延収益
(1) 8,500,317
(2) △ 658,762

繰延収益合計 7,841,555
負債合計 10,754,326

6 資本金
(1)

イ 固有資本金 5,734,527
ロ 繰入資本金 283,553

自己資本金合計 6,018,080

資本金合計 6,018,080

7 剰余金
(1)

イ 当年度未処分利益剰余金 500,538
利益剰余金合計 500,538
剰余金合計 500,538
資本合計 6,518,618
負債資本合計 17,272,944

負　債　の　部

企業債

企業債

未払金

引当金

長期前受金
長期前受金収益化累計額

資　本　の　部

自己資本金

利益剰余金
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1 固定資産

(1)

イ 土地 3,660 3,660

ロ 構築物 14,152,288

減価償却累計額 △ 1,771,373 12,380,915

ハ 機械及び装置 302

減価償却累計額 △ 288 14

ニ 建設仮勘定 620,898

有形固定資産合計 13,005,487

(2)

イ 施設利用権 1,934,668

無形固定資産合計 1,934,668

(3)

イ 基金 1,903,594

投資その他の資産 1,903,594

固定資産合計 16,843,749

2 流動資産

(1) 590,886

(2) 55,458

貸倒引当金 △ 2,187 53,271

流動資産合計 644,157

資産合計 17,487,906

令和３年度福生市下水道事業予定貸借対照表
（令和４年３月31日）

（単位：千円）

資　産　の　部

有形固定資産

無形固定資産

投資その他の資産

現金預金

未収金

3 固定負債

(1)

イ 建設改良費等の財源に

充てるための企業債 2,514,583

企業債合計 2,514,583

固定負債合計 2,514,583

4 流動負債

(1)

イ 建設改良費等の財源に

充てるための企業債 290,224

企業債合計 290,224

(2) 90,755

(3)

イ 賞与引当金等 3,972

引当金合計 3,972

流動負債合計 384,951

5 繰延収益
(1) 8,803,421
(2) △ 987,635

繰延収益合計 7,815,786
負債合計 10,715,320

6 資本金
(1)

イ 固有資本金 5,734,527
ロ 繰入資本金 350,003

自己資本金合計 6,084,530

資本金合計 6,084,530

7 剰余金
(1)

イ 当年度未処分利益剰余金 688,056
利益剰余金合計 688,056
剰余金合計 688,056
資本合計 6,772,586
負債資本合計 17,487,906

利益剰余金

未払金

引当金

長期前受金
長期前受金収益化累計額

資　本　の　部

自己資本金

企業債

負　債　の　部

企業債

− 24 − − 25 −



 

 

 

 

 

 

 

 

 

予算に関する説明資料 

福生市下水道事業会計予算に係る注記事項 

 

Ⅰ 重要な会計方針 

 １ 固定資産の減価償却の方法 

（１）有形固定資産 

・減価償却の方法   定額法による 

・主な耐用年数    構築物         50年 

           機械及び装置    10～20年 

 （２）無形固定資産 

    ・減価償却の方法   定額法による 

    ・主な耐用年数    施設利用権       45年 

 ２ 引当金の計上方法 

 （１）退職給付引当金 

     職員の退職手当は、「職員の退職手当に係る協定書」に基づき、東京都市町村職員退職

手当組合へ負担している普通負担金を除き、一般会計がその全部を負担することになって

いるため、退職給付引当金は計上していない。 

 （２）賞与引当金 

     職員の期末・勤勉手当の支給及びこれに係る法定福利費の支給に備えるため、当年度末

における支給見込額に基づき、当年度の負担に属する額（12月から３月までの４か月分）

を計上している。 

 （３）貸倒引当金 

     債権の不納欠損による損失に備えるため、貸倒実績率等による回収不能見込額を計上し

ている。 

 ３ 消費税及び地方消費税の会計処理 

    消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式による。 

 

Ⅱ 予定貸借対照表等関連 

    企業債の償還に係る他会計の負担金 

     令和３年度予定貸借対照表に計上されている企業債（当該事業年度末の翌日から起算し

て１年以内に償還予定のものを含む）のうち、一般会計が負担すると見込まれる額は

198,956千円である。 

 

Ⅲ セグメント情報関連 

    セグメントの概要 

     福生市下水道事業会計では、下水道事業の単一セグメントのため、記載を省略する。 

 

Ⅳ その他の注記 

 １ 貸倒引当金の目的使用による取り崩し 

令和３年度の予定（令和３年４月１日から令和４年３月31日まで） 

当該事業において、債権不納欠損による損失に385千円を使用する見込みである。 

 

 ２ 賞与引当金の目的使用による取り崩し 

令和３年度の予定（令和３年４月１日から令和４年３月31日まで） 

当該事業において、期末手当・勤勉手当及び法定福利費に2,945千円を使用する見込み

である。 
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1 下水道事業費用 1,427,585 1,458,060 △ 30,475

1 営業費用 1,375,012 1,395,092 △ 20,080

1 管渠費 161,913 232,575 △ 70,662

2 流域下水道費 359,232 343,445 15,787

3 総係費 124,795 132,432 △ 7,637

支　　出

款　　　項　　　目 本　年　度 前　年　度 比　　較

光熱水費 75 1 電気料 75

通信運搬費 73 1 回線使用料等 73

委託料 95,482 1 管渠等調査 3,000

2 管渠等清掃 11,000

3 ストックマネジメント 77,201

4 ポンプ施設保守点検 140

5 流量計保守点検 743

6 樋管及び下の川草刈り等 1,644

7 樋管開閉機保守点検 204

8 下水道河川占用区域測量 300

9 地下埋設物調査 900

10 特別調査 350

賃借料 20 1 鉄道用地 20

修繕費 66,263 1 下水道施設修繕 66,263

負担金 359,232 1 多摩川上流流域下水道維持管理負担金 359,232

給料 12,240 1 一般職３人 12,240

手当 8,198 一般職３人

1 地域手当等 4,049

2 期末・勤勉手当 3,921

事務補助会計年度任用職員

1 期末手当 228

賞与引当金繰入額 2,073 1 一般職３人 1,960

2 事務補助会計年度任用職員 113

法定福利費 3,773 1 一般職３人 3,773

法定福利費 377 1 一般職３人 377

引当金繰入額

退職給付費 1,934 1 一般職３人 1,934

報酬 1,637 1 事務補助会計年度任用職員報酬 1,637

　1,100円×7.75時間×1人×192日

（単位：千円）

節
備　　　　　考

区　　分 金　　額
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（総係費）

4 減価償却費 694,726 686,640 8,086

5 資産減耗費 34,346 0 34,346

支　　出

款　　　項　　　目 本　年　度 前　年　度 比　　較

旅費 221 1 普通旅費 170

2 事務補助会計年度任用職員費用弁償 51

備消品費 390 1 消耗品費 390

印刷製本費 429 1 印刷製本費 429

通信運搬費 30 1 郵便料金・切手代 30

委託料 87,136 1 公営企業会計システム保守 594

2 公営企業会計運用支援 1,791

3 使用料徴収事務 83,334

4 下水道管理システム保守 1,417

手数料 76 1 酸素測定器センサー取替 24

2 都道復旧監督事務費 52

賃借料 3,030 1 公営企業会計システムプログラム 1,782

2 積算システムプログラム 1,248

負担金 2,137 1 日本下水道協会 205

2 多摩川上流流域下水道事業対策協議会 5

3 実務講習会等参加 24

4 多摩地区積算施工適正化委員会 20

5 水質検査 1,883

補助金 600 1 雨水貯留槽設置 100

2 雨水浸透施設設置 500

保険料 94 1 下水道賠償責任保険 94

貸倒引当金繰入額 383 1 下水道使用料 383

雑費 37 1 有料道路使用料 37

有形固定資産 595,677 1 構築物 595,661

減価償却費 2 機械及び装置 16

無形固定資産 99,049 1 施設利用権 99,049

減価償却費

固定資産除却費 34,346 1 資産除却費 6,650

2 撤去工事 27,696

（単位：千円）

節
備　　　　　考

区　　分 金　　額
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2 営業外費用 50,473 60,868 △ 10,395

1 支払利息 50,473 60,868 △ 10,395

3 特別損失 100 100 0

1 過年度損益修正損 100 100 0

4 予備費 2,000 2,000 0

1 予備費 2,000 2,000 0

支　　出

款　　　項　　　目 本　年　度 前　年　度 比　　較

企業債利息 50,109 1 公共下水道事業債 39,447

2 流域下水道事業債 10,662

一時借入金利息 364 1 一時借入金 364

過年度損益修正損 100 1 下水道使用料徴収事務過誤納還付金 100

予備費 2,000 1 予備費 2,000

（単位：千円）

節
備　　　　　考

区　　分 金　　額
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公共下水道事業債 268,400 1 公共下水道事業債 268,400

流域下水道事業債 27,800 1 流域下水道事業債 27,800

他会計出資金 66,450 1 一般会計出資金 66,450

国庫補助金 310,060 1 雨水管渠更生事業費補助金 310,060

（中央幹線排水路）

受益者負担金 300 1 下水道事業受益者負担金 300

工事負担金 5,206 1 公共下水道施設整備事業負担金 5,206

流域下水道防衛 10,204 1 流域下水道防衛施設分負担金 10,204

施設分負担金

（単位：千円）

節
備　　　　　考

区　　分 金　　額

1 資本的収入 688,420 361,106 327,314

1 企業債 296,200 150,000 146,200

1 企業債 296,200 150,000 146,200

2 他会計出資金 66,450 133,935 △ 67,485

1 他会計出資金 66,450 133,935 △ 67,485

3 補助金 310,060 59,310 250,750

1 国庫補助金 310,060 59,310 250,750

4 負担金 15,710 17,861 △ 2,151

1 受益者負担金 300 300 0

2 都負担金 5,206 1,371 3,835

3 国庫負担金 10,204 16,190 △ 5,986

資本的収入及び支出

収　　入

款　　　項　　　目 本　年　度 前　年　度 比　　較
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1 資本的支出 1,256,799 907,489 349,310

1 建設改良費 675,870 405,498 270,372

1 管渠整備費 247,303 217,566 29,737

2 管渠改良事業費 389,690 85,650 304,040

3 流域下水道費 38,877 102,282 △ 63,405

2 企業債償還金 300,929 313,788 △ 12,859

1 企業債償還金 300,929 313,788 △ 12,859

3 基金積立金 280,000 188,203 91,797

1 基金積立金 280,000 188,203 91,797

支　　出

款　　　項　　　目 本　年　度 前　年　度 比　　較

給料 8,361 1 一般職２人 8,361

手当 4,888 一般職２人

1 地域手当等 2,332

2 期末・勤勉手当 2,556

賞与引当金繰入額 1,278 1 一般職２人 1,278

法定福利費 2,643 1 一般職２人 2,643

法定福利費 244 1 一般職２人 244

引当金繰入額

退職給付費 1,322 1 一般職２人 1,322

委託料 17,838 1 福生中部処理分区・本町排水区管渠 16,838

新設（富士見通り）監理

2 管渠新設等設計 1,000

工事請負費 210,729 1 福生南部第1処理分区・中央排水区 24,698

管渠新設（産業道路関連）

2 福生中部処理分区・本町排水区管渠 173,967

新設（富士見通り）

3 中央排水区管渠新設（1065号線） 4,064

4 公共ます設置 8,000

委託料 43,265 1 雨水管渠更生監理（中央幹線排水路） 30,110

2 雨水管渠更生設計（中央幹線排水路） 13,155

工事請負費 346,425 1 雨水管渠更生（中央幹線排水路） 346,425

負担金 38,877 1 多摩川上流流域下水道建設事業負担金 21,257

2 多摩川上流流域下水道改良事業負担金 17,620

公共下水道事業債 252,670 1 公共下水道事業債 252,670

元金償還金

流域下水道事業債 48,259 1 流域下水道事業債 48,259

元金償還金

基金積立金 280,000 1 基金積立金 280,000

（単位：千円）

節
備　　　　　考

区　　分 金　　額
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